
 

重要事項説明書（指定居宅介護支援事業） 

 

あなたに対する指定居宅介護支援事業の提供開始にあたり、厚生省令第３７号第８条に基づいて、当

事業者があなたに説明すべき重要事項は次のとおりです。      

１．事業者概要 

事業者名称 株式会社じょうてつケアサービス 

主たる事務所の所在地 札幌市白石区東札幌１条１丁目１番８号 

代表者名 代表取締役  井戸 重博 

電話番号 ０１１－８１１－８１０９ 

他の介護保険関連の事業 

グループホーム菜の花 麻生館 

グループホーム菜の花 東苗穂館 

グループホーム菜の花 清田館 

グループホーム菜の花 いしやま館 

グループホーム菜の花 しのろ館 

グループホーム菜の花 上野幌館 

グループホーム菜の花 西岡館 

グループホーム菜の花 豊平館 

グループホーム菜の花 北丘珠館 

小規模多機能型居宅介護 菜の花北丘珠館 

他の介護保険以外の事業 サービス付き高齢者向け住宅 菜の花 北丘珠館 

介護保険法令に基づき 

北海道知事から指定を 

受けている事業所名称 

（指定番号） 

菜の花居宅介護支援事業所 

（0170504807） 

介護保険法令に基づき 

北海道知事から指定を 

受けている居宅介護サ 

ービスの種類 

指定居宅介護支援事業 

       ２．事業の目的と運営方針 

（事業の目的）  

株式会社じょうてつケアサービスが開設する 菜の花居宅介護支援事業所 （以下「事業所」という。） 

が行う指定居宅介護支援事業（以下「事業」という。）の適正な運営を確保するために人員及び管理運 

営に関する事項を定め、事業所の介護支援専門員が、要介護状態にある高齢者（以下「要介護者」と 

いう。）に対し、適正な指定居宅介護支援を提供することを目的とする。

ご利用事業所の名称 菜の花居宅介護支援事業所 

指定番号 ０１７０５０４８０７ 

所在地 札幌市白石区東札幌１条１丁目１番８号 

 電話番号 ０１１－８３７－６９１０ 

 管理者 竹内 靖子 

 サービス提供地域 札幌市全区・北広島市 



 

（運営の方針） 

１ 事業所の介護支援専門員は、要介護者について心身の状況、その置かれている環境等に応じて、 

その有する能力に応じ自立した日常生活ができるよう配慮して行う。 

 ２ 事業の実施にあたっては、関係市町村、地域の保健・医療福祉サービスとの綿密な連携を図り、 

総合的なサービスの提供に努めるものとする。 

３．職員体制 

従業員の職種 員数 勤務の体制 

管理者 １人 常勤兼務（介護支援専門員と兼務） 

介護支援専門員 2人 常勤兼務１名（管理者と兼務）、常勤専従 1名 

 

    ４．営業日及び営業時間 

①営業日  月曜日から金曜日までとする。 

ただし、年末年始及び国民の祝日を除く。 

②営業時間  午前９時００分から午後６時００分までとする。 

 

５．サービス利用料金 

 居宅介護支援に関するサービス利用料金について、事業者が法律の規定に基づいて、介 

護保険からサービス利用料金に相当する給付を受領する場合（法定代理受領サービス）は、 

利用者の自己負担はありません。 

※ただし、利用者の介護保険料の滞納等により、事業者が介護保険からサービス利用料金に相当する

給付を受領することができない場合は、下記のサービス利用料金の全額をいったんお支払い下さい。当

事業所よりサービス提供証明書を発行いたします。このサービス提供証明書を後日お住まいの介護保険

の窓口に提出しますと、全額払い戻しを受けられます。 

※なお、下記のサービス利用料金につきましては、地域区分別単価（札幌市の地域区分は 7級地 10.21

円）にて算出しております。 

 

【居宅介護支援費】（１月につき）             

居宅介護支援費（Ⅰ）・（Ⅱ） 要介護１・２ 要介護３・４・５ 

11,088円 14.406円 

※取扱件数 45件未満まで〔居宅介護支援費（Ⅰ）〕 

ただし、一定の ICT（AIを含む）の活用または事務職員の配置を行っている場合、基本

報酬の減額が適用される場合は取扱い件数 50件未満まで〔居宅介護支援費（Ⅱ）〕 

 

【居宅支援初回加算】 

初回加算 3,063円 

新規に居宅サービス計画を策定した場合及び要介護状態区分の２段階以上の変更認定を受けた場合 

また、過去２ヶ月（月の初日から末日）居宅サービスを受けていなく新たに居宅サービスを受けた場合 



 

【通院時情報連携加算】（１月に 1回限度） 

  通院時情報連携加算                     510円            

利用者が病院・診療所において医師または歯科医師の診察を受ける際に同席し、医師または歯科医師等

に利用者の心身の状況や生活環境等の必要な情報提供を行い、医師または歯科医師等から利用者に関す

る必要な情報提供を受けた上でケアプランに記録した場合 

【居宅支援入院時情報連携加算】 

イ 入院時情報連携加算（Ⅰ） 2,552円 

ロ 入院時情報連携加算（Ⅱ） 2,042円 

イ 利用者が病院又は診療所に入院した日のうちに、当該病院又は診療所の職員に対して利用者に係る

必要な情報を提供していること（入院日以前の情報提供を含む。営業時間終了後または営業日以外の日

に入院した場合は、入院日の翌日も含む） 

ロ 利用者が病院又は診療所に入院した日の翌日または翌々日に、当該病院又は診療所の職員に対して  

  当該利用者に係る必要な情報を提供していること（営業時間終了後に入院した場合であって、入院

日から起算して３日目が営業日でない場合は、その翌日も含む） 

【居宅支援退院・退所加算】 

イ 退院・退所加算 （Ⅰ）イ 4,594円 

ロ 退院・退所加算 （Ⅰ）ロ 6,126円 

ハ 退院・退所加算 （Ⅱ）イ 6,126円 

二 退院・退所加算 （Ⅱ）ロ 7,657円 

ホ 退院・退所加算 （Ⅲ） 9,189円 

イ 病院、診療所、地域密着型介護老人福祉施設又は介護保険施設の職員から利用者に係る必要な情報

の提供をカンファレンス以外の方法により１回受けていること 

ロ 病院、診療所、地域密着型介護老人福祉施設又は介護保険施設の職員から利用者に係る必要な情報

の提供をカンファレンスにより１回受けていること 

ハ 病院、診療所、地域密着型介護老人福祉施設又は介護保険施設の職員から利用者に係る必要な情報

の提供をカンファレンス以外の方法により２回以上受けていること 

二 病院、診療所、地域密着型介護老人福祉施設又は介護保険施設の職員から利用者に係る必要な情報

の提供を二回受けており、うち１回以上はカンファレンスによること 

ホ 病院、診療所、地域密着型介護老人福祉施設又は介護保険施設の職員から利用者に係る必要な情報

の提供を三回以上受けており、うち１回以上はカンファレンスによること 

 

【緊急時等居宅カンファレンス加算】 

緊急時等居宅カンファレンス加算 2,042円 

利用者の病状が急変した場合や、医療機関における診療方針の大幅な変更等が生じた場合にカンファレ

ンスに参加し、必要に応じて、速やかに居宅サービス計画の変更等を行った場合（月２回まで算定） 

 【ターミナルケアマネジメント加算】 

ターミナルケアマネジメント加算 4,084円 

在宅で死亡した利用者に対し、終末期の医療やケアの方針に関する当該利用者または家族の意向を把握

した上で、死亡日および死亡日前 14日以内に 2日以上、同意を得て利用者の居宅を訪問し、利用者の心

身の状況等を記録し、主治医およびケアプランに位置付けた居宅サービス事業者に提供



 

６．苦情申立窓口 

ご利用者ご相談窓口 

ご利用時間  平 日 午前９時００分～午後６時００分 

ご利用方法  電 話 ０１１－８３７－６９１０ 

管理者  竹内 靖子 

札幌市役所 

介護保険 相談窓口 

ご利用時間  平 日 午前８時４５分～午後５時１５分 

ご利用方法  電話 ０１１－２１１－２５４７ 

国民健康保険団体連合会 

介護保険課 

ご利用時間  平 日 午前９時～午後５時 

ご利用方法  電話 ０１１－２３１－５１７５ 

損害賠償責任保険加入先 損害保険ジャパン株式会社 

７.虐待の防止のための措置 

事業者は、高齢者虐待防止法の実効性を高め、利用者の尊厳の保持・人格の尊重が達成され

るよう虐待の防止に関する次の各号に定める措置を講じます。 

（1）虐待の防止のための対策を検討する委員会を定期的に開催し、従業者にその結果を周

知徹底します。 

（2）虐待の防止のための指針の整備をします。 

（3）従業者に対し、虐待の防止のための研修を定期的に実施します。 

（4）措置を適切に実施するための責任者を設置します。 

虐待防止に関する責任者：管理者 竹内靖子 

（5）虐待の疑いを持つような事実を発見した場合、情報収集を行うとともに、利用者の居

住地にある保険者および地域包括支援センターに通報し、連携します。 

（6）利用者の生命や財産等に危険が及ぶと判断した場合には、警察や消防署に連絡します。 

   

８．身体拘束等の適正化の推進  

（1）利用者又は他の利用者等の生命又は身体を保護するため緊急やむを得ない場合を除き、

身体拘束を行わないものとする。 

（2）身体拘束等を行う場合には、その態様及び時間、その際の利用者の心身の状況並びに

緊急やむを得ない理由を記録するものとする。 

 

９．事故発生時の対応 

   事故が発生した場合には、速やかに当該ご家族・市町村に連絡を行うと共に、事故状況 

の記録等からその責任の所在及び原因・結果を明確化し、具体的な再発防止案を立案し 

ます。また、賠償すべき事故の場合は損害賠償を速やかに行います。ただし、事業所の責

に帰さない事由による場合はこの限りではありません。 

 

１０.秘密の保持 

（1）事業者は、サービスを提供する上で知り得た利用者及びその家族、利用者代理人等に 

 関する秘密、個人情報については、利用者又は第三者の生命、身体等に危険がある場合     

などの正当な理由がある場合を除いて、契約中及び契約終了後、第三者に漏らすことは 

 ありません。 

（2）あらかじめ文書により利用者又は利用者代理人の同意を得た場合は、前項の規定にか

かわらず、一定の条件の下で情報を提供することができます。



 

当事業者は、利用者に対する指定居宅介護支援事業のサービス提供開始に当たり、利用 

者と家族に対して重要事項説明書に基づいて、サービス内容及び重要事項を説明しました。 

 

事業者  住所  札幌市白石区東札幌１条１丁目１番８号 

         名称  株式会社 じょうてつケアサービス 

              代表取締役  井 戸 重 博  印 

 

 

事業所  住所  札幌市白石区東札幌１条１丁目１番８号 

          名称  菜の花 居宅介護支援事業所 

説明者名            印 

 

 

 

私は、利用契約書及び重要事項説明書に基づいて、説明者からサービス内容及び重要事

項の説明を受けました。 

 

令和   年   月   日 

 

【利用者】 

 

住所    

 

 

氏名                            印 

 

 

【利用者の家族】 

 

住所   

 

 

     氏名                                                  印 

 

 

 

     電話番号   




